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今月の主な記事 住 民 の 動 き
令和５年９月末現在（　）内は前月比

人　口	 35,407人	（ー29） 15歳未満	 5,074人	（ー12）

65歳以上	 9,133人	（＋２）

平均年齢	 44.9歳

　男	 17,076人	（ー16）

　女	 18,331人	（ー13）

世帯数	 15,353戸	（ー６）
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トラクター等の展示トラクター等の展示

野菜の販売野菜の販売

阿波踊り阿波踊り

ジャンケン大会ジャンケン大会

　９月30日に、総合文化ホール前のあいずみ広場で藍住町農業振興祭が行われました。
　会場には、お米や野菜、果物の販売やトラクター等の農業用機械の展示のほか、子どもが遊べるコーナーもあり、子ども連れ
の方たちでにぎわっていました。
　また、藍住町マスコットキャラクター「あいのすけ」のジャンケン大会や阿波踊り、お楽しみ抽選会が、会場をさらに盛り上げ
ていました。
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９月議会

藍住町議会議員一般選挙の立候補予定者説明会
　任期満了に伴う藍住町議会議員一般選挙を令和６年２月４日に行います。
　この選挙に立候補を予定している方への説明会を開催しますので、立候補予定の方や
関係者の方はご出席ください。
※説明会では、立候補届出に関する説明と必要な書類をお配りします。
日　時　11月28日（火）　午前10時から
場　所　役場４階　405会議室

問 選挙管理委員会（☎６３７・３１２６）

今　月　の　納　税　・　納　付
町税・保険料 納期限 ●�口座振替をご利用の方は、前日までに口座へご

入金ください。
●�口座振替契約を解除するには、解約手続が必要
です。転出・婚姻等、世帯状況に異動があった
場合でも、自動的に解約となりません。

① 町県民税 ３期

10月31日（火）国民健康保険税 ４期
② 介護保険料 ４期
③ 後期高齢者医療保険料 ３期
●�年金からの特別徴収の方は、10月受給時に天引きされます。
●�バーコードを利用し、コンビニエンスストア及びスマートフォン決済アプリで納付する場合は、納付期限後の
納付又は納付書１枚あたりの納付額が30万円を超える納付はできません。
●�令和５年度課税分から地方税統一ＱＲコードを�
使用した納付が可能です。利用方法など詳細は、�
地方税お支払サイトをご確認ください。

　　 ①に関すること：税　務　課（☎６３７・３１１７）
　　②に関すること：介護保険室（☎６３７・３３１１）
　　③に関すること：健康推進課（☎６３７・３１１５）

問

地方税お支払サイト
地方税のお支払が便利・簡単に‼

eL マーク eL-QR eL 番号

スマホや
パソコンで
お支払が可能です

※�「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。 地方税お支払サイト
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　エネルギー・食料品等の価格高騰に直面し、特に影響を受ける住民税非課税世帯等に対し、本年7月から、
エネルギー・食料品等価格高騰重点支援給付金を支給しています。
　給付金の申請期限は10月31日（火）となっていますので、該当の方は早めの手続をお願いします。

 　　　　政策推進室（☎637･3124）申・問

エネルギー・食料品等価格高騰重点支援給付金の手続はお済みですか？エネルギー・食料品等価格高騰重点支援給付金の手続はお済みですか？

　65歳以上の方に加え、16歳以上18歳以下の方も対象になりました。
対 象 者　�本町の住民基本台帳に登録されている次のいずれかの年齢を満たす方�

①65歳以上の方（昭和34年４月１日より前に生まれた方）�
②16歳以上18歳以下の方（平成17年４月２日から平成20年４月１日までに生まれた方）

補助対象ヘルメット　�SG・JCF・CE・GS・CPSC安全認証マークのうち、�
いずれかの安全基準を満たす新品のヘルメット

　　　　　　　　　※①の対象者…7月1日から令和6年3月31日までの購入分が対象
　　　　　　　　　※②の対象者…8月4日から令和6年3月31日までの購入分が対象
補 助 金 額　購入額の１／２（100円未満切捨て、上限3,000円）※１人につき１個かつ１回限り
申 請 方 法　申請書類を郵送又は窓口に提出（受付時間　平日午前８時30分～午後５時）
申 請 書 類　次のア、イの書類は建設産業課窓口で入手、又は町ホームページからダウンロードできます。
　　　　　　ア　藍住町自転車用ヘルメット購入費補助金交付申請書兼請求書
　　　　　　イ　誓約書兼同意書（アの裏面）
　　　　　　ウ　領収書の写し
　　　　　　エ　次のいずれか１点（窓口申請時に持参でも可）
　　　　　　　　◦保証書
　　　　　　　　◦取扱説明書等（安全基準を満たしていることが確認できるもの）
　　　　　　　　◦安全認証マークが確認できるヘルメットの写真
　　　　　　オ　振込先口座を確認できるものの写し（通帳の見開き１ページ目全面など）
申 請 期 限　令和６年３月31日（日）まで（土日・祝日・年末年始を除く）

申・問   
建設産業課　〒771-1292 奥野字矢上前52-１（☎637・3122）

自転車用ヘルメット購入補助の対象を拡大します！

新型コロナワクチン新型コロナワクチン
令和５年秋開始接種を実施しています令和５年秋開始接種を実施しています
　新型コロナワクチンの接種は、令和6年3月末まで無料
で接種できます。
対 象 者　追加接種が可能な全ての方
接種間隔　前回接種から３か月以上経過
町内医療機関で使用するワクチン
　オミクロン株XBB.1.5を含有する１価ワクチン
●�接種券は、前回接種日から3か月経過頃にお送りします。
（未使用の接種券をお持ちの方は、その接種券で接種で
きます。）転入されてきた方は、保健センターで転入に伴
う手続が必要です。
●�引き続き、初回接種も実施しています。初回接種で使用
するワクチンもオミクロン株XBB.1.5を含有する1価ワ
クチンです。
問 12歳以上の接種の相談・予約に関すること
　　　�郡新型コロナワクチン予約・相談センター�

（日・祝日を除く）（☎624・9833）
　　接種券の発行に関すること
　　　�町保健センター（☎637・3132、☎692・8658）

水道メーター定期交換水道メーター定期交換
（無料）（無料）のお知らせのお知らせ

　水道メーターは、設置から８年が経過したも
のは、計量法により交換が義務付けられています。
　現在、対象となる水道メーターの交換を順次
実施中です。ご協力をよろしくお願いします。
●交換期間　10月下旬～11月下旬
※�交換が必要なメーターのあるご家庭には、各
月中旬に別途ご案内します。
※�交換作業は、藍住町上下水道工事店協同組合
が実施します。
※交換時、５分から30分程度断水します。
※�ご不在の場合でも�
交換を実施します�
ので、ご了承�
ください。

問  上下水道課�
（☎６３７・３１３１） 水丸くん

水を大切に！

あ
い
の
す
け
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歳入 　145億220万円
実質収支に関する調書

区　　　　　分 金　　　額
歳 入 総 額 14,502,200,103円
歳 出 総 額 13,542,817,906円
歳 入 歳 出 差 引 額 959,382,197円

翌年度へ繰越
すべき財源

⑴　継続費逓次繰越額 0円
⑵　明許繰越費繰越額 59,847,225円
⑶　事故繰越繰越額 0円

計 59,847,225円
実 質 収 支 額 899,534,972円
実 質 収 支 か ら 基 金 へ 積 立 て し た 額 350,000,000円

令和４年度まちの台所

使用料及び手数料	 ２億３,１６９万円
　住宅使用料、勤労女性センター使用料、戸籍事務・税務手数
料、督促手数料等。
繰入金		 １６５万円
　基金及び一般会計以外の会計からの繰入金。
国庫支出金	 ２７億７,５６５万円
　地方公共団体の支出する特定の経費に対して国の負担する支
出金。
地方交付税	 ２０億５,１６６万円
　地方公共団体の財政需要に即した必要な財源を確保するため
に、国民の負担する税を国と地方公共団体がそれぞれの財政需
要によって配分することにより地方公共団体の財源の均衡化と
財源の保障を行う制度。
地方消費税交付金	 ７億８,７６２万円
　消費譲与税に代えて創設され、都道府県間で精算を行った額
の２分の１を、各市町村に対し一定の基準に応じて、県から交
付される。
地方譲与税	 ９,３６２万円
　国が国税として徴収し、一定の基準によって地方公共団体に
譲与することとされている。
　■地方揮発油譲与税� ２,252万円
　■自動車重量譲与税� ６,７４２万円
　■森林環境譲与税� 369万円
その他	 ４億８,７２４万円	
　■財産収入� ２億２,４３６万円
　■寄付金� ２,８５７万円
　■諸収入(商品券販売代金等)� ２億３,４３１万円

分担金及び負担金	 １億７,４２６万円
　保育所運営費負担金、老人保護措置費入所者負担金、学童保
育推進事業負担金、ファミリーサポートセンター事業負担金など。
繰越金	 ５億６,１１３万円
　前年度の決算上の余剰金及び繰越事業に充てるための一般財
源等。
県支出金	 １１億６,６４２万円
　地方公共団体の支出する特定の経費に対して県の負担する支
出金（県を通じて支出される国庫支出金も含まれる）。
地方債	 １６億５,４２９万円
　事業を行おうとする際、また財源不足をきたす場合、一時的
に多額の資金を要するとき、外部から借入れて調達し、一定の
約束のもとに将来、税その他の収入をもって返済する債務をい
う。地方債の機能として、財政支出と財政収入の年度間調整、
住民負担の世代間の調整、国の経済政策との調整等もある。
利子割交付金等の交付金	 １億７,６３３万円
　■利子割交付金� ２８７万円
　�　利子割額に相当する額の５分の３を、各市町村にかかる個
人県民税収入額の割合に応じて、県から交付される。

　■配当割交付金� ４,０１５万円
　�　株式等の配当等に課税される配当割について、その３分の
２相当額が交付される。

　■株式等譲渡所得割交付金� �２,９８８万円
　�　株式等譲渡所得等に課税される株式等譲渡所得割につい
て、その３分の２相当額が交付される。

　■法人事業税交付金� ４,６９４万円
　�　法人が行う事業そのものに対して課税される法人事業税の
一部が、都道府県から市町村へ交付される。

　■自動車税環境性能割交付金� ７０４万円
　�　自動車が環境に与える負荷に応じて、自動車を取得した時
点で賦課される税を原資として、市町村へ交付される交付金。

　■地方特例交付金� ４,６００万円
　�　恒久的な減税に伴う地方税の減収額の一部を補てんするため
に、地方税の代替的性格を有する財源として、将来の税制の抜
本的な見直し等が行われるまでの間交付される特別交付金。

　■交通安全対策特別交付金� ３４６万円

町税の内訳
町民1人当たりの町税負担額（122,162円）

町民税…20億791万円 固定資産税…19億8,281万円
1人当たり　56,510円 1人当たり　 55,804円

軽自動車税…1億3,519万円 町たばこ税…2億1,472万円
1人当たり　3,805円 1人当たり 　6,043円

歳出 　135億4,282万円
　令和４年度の一般会計決算がまとまり、令和５年第３回藍住
町定例議会において審議され、９月20日に原案どおり認定され
ましたので、その概要を公表します。
　歳入歳出差引額は、9億5,938万円であり、実質収支は翌年
度への繰越額5,985万円を除いた、8億9,953万円です。
　実質収支額のおよそ39%に相当する額3億5,000万円を特定
目的基金に積立をし、5億4,953万円を令和５年度へ繰越しま
した。

一 般 会 計 歳 入歳 入  歳 出歳 出  決 算 報 告

一 般 会 計 歳 入

自

歳入総額
145億220万円 財

財 源
源

主
依

存

地方交付税　20億5,166万円

町税
43億4,064万円

分担金及び負担金
1億7,426万円

使用料
及び手数料
2億3,169万円

繰越金
5億6,113万円

財産収入その他
4億8,724万円

繰入金
165万円地方譲与税   9,362万円

利子割交付金等の交付金　1億7,633万円

国庫支出金
27億7,565万円

県支出金
11億6,642万円

地方債
16億5,429万円

地方消費税交付金　7億8,762万円
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教　育　費	 １９億９,０６２万円
　教育委員会、小・中学校、社会教育等全ての教育関係の経費。
　■教育総務費� ４億３,４１８万円
　■小学校費� １億４,３０５万円
　■中学校費� １億６９２万円
　■幼稚園費� ４億４,９３５万円
　■社会教育費� ２億４,３８１万円
　■文化費� １億９,４１７万円
　■体力づくり費� ５,２３８万円
　■学校給食費� ３億６,６７５万円
民　生　費	 ５２億４,３４３万円
　町民の一定水準の生活と安定した社会生活を保障するために
必要な経費であり、具体的には社会福祉、障害者、高齢者、児
童福祉、災害救助関係の経費。
　■社会福祉費� ６億９,４６６万円
　■老人福祉費� １０億１,３９２万円
　■障害者福祉費� １１億７,７５７万円
　■児童福祉費� ２３億５,７２７万円
　■災害救助費� ０万円
総　務　費	 ９億５,９１５万円
　行政の管理業務、企画調整業務、財政・財務管理、庁舎建設に
要する経費、戸籍、統計、広報、徴税、選挙等に要する経費。
　■総務管理費� ６億８,６１０万円
　■徴税費� １億８,７２７万円
　■戸籍住民基本台帳費� ６,３０４万円
　■選挙費� ２,０３６万円
　■統計調査費� １７８万円
　■監査委員費� ５９万円
議　会　費	 １億２6万円
　議会活動に要する経費で、主に議員の報酬及び費用弁償、委
員会の運営費、分担金等。
商　工　費	 ２億６３６万円
　商工業の振興、その他観光事業等の経費。
労　働　費	 １,８４５万円
　労働者のための施設の管理運営に要する経費。

衛　生　費	 ２９億３９１万円
　町民が健康で衛生的な生活環境を保持するための経費で具体
的には保健衛生、ごみ、し尿の処理にかかる経費、公害対策費
等。
　■保健衛生費� ７億７６９万円
　■清掃費� ２１億９,６２３万円
　■公害対策費	 0万円
土　木　費	 ６億１,３３５万円
　土木関係人件費、土木共通事務等に要する経費、道路橋梁費、
河川費、都市計画費、災害土木関連費等。
　■土木管理費� ４,１５７万円
　■道路橋梁費� ２億２,３８０万円
　■河川溝渠費� ３,３０４万円
　■都市計画費� ２億６,７０５万円
　■住宅費	 ４,７89万円
消　防　費	 ５億２,９１１万円
　松茂町、北島町、藍住町が組織する板野東部消防組合の負担
金のほか、消防施設や防災のための経費。
公　債　費	 ８億３,７９７万円
　町が起債（借金）して資金を借入れた後の、毎年の元本返済、
利息支払等のための諸費用
農林水産業費	 １億１,５９８万円
��農業委員会費、農業対策の事務の組織等の一般的行政経　費、
農業振興指導に関する事項で生産及び出荷対策、農業　土木、
農業構造改善、畜産振興等の経費。
諸支出金	 ２,４２４万円
　事業目的の積立金や定額の資金を運用する目的の積立金等。
災害復旧費	 0円
　災害によって被害を受けた施設等の復旧に要する経費。

※�町民１人当たりの町税及び支出は令和４年４月１日現在の�
人口35,532人によります。

※�表示金額未満の端数処理の都合で、各項目の額と総額が一致
しない場合があります。

町民1人当たりの決算額
●教育費…56,023円 ●衛生費…81,727円 ●消防費…14,891円

●民生費…147,569円 ●土木費…17,262円 ●農林水産業費…3,264円 ●議会費…2,822円

●商工費…5,808円 ●総務費…26,994円 ●公債費…23,584円 ●労働費…519円 ●災害復旧費…0円 ●諸支出金…682円

一 般 会 計 歳 出

民生費
52億4,343万円

総務費
9億5,915万

公債費
8億3,797万円

議会費 1億26万円

土木費 6億1,335万円

衛生費
29億391万円

農林水産業費 1億1,598万円

消防費 5億2,911万円

教育費
19億9,062万円

諸支出金 2,424万円 商工費 2億636万円

労働費 1,845万円

災害復旧費 0円

歳出総額
135億4,282万円
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　　　　　　　　　　　令和５年度藍住町職員等の給料（報酬）　　　　　　　　　　　　 （令和5年4月1日現在）

区　　分 特別職定数及び
職員数（人）

給料（報酬）
月額（円）

期末・勤勉手当（＊は、期末手当のみ）
6月 12月 計

＊　町　　　長 	 	 1 793,000

1.65月 1.65月 3.3月

＊　副　町　長 	 	 1 634,400
＊　教　育　長 	 	 1 586,800
＊　議　　　長 	 	 1 333,000
＊　副　議　長 	 	 1 277,500
＊　議　　　員 	 13 222,000
　　職　　　員 202 296,995（平均） 2.2月 2.2月 4.4月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  部門別職員数の状況　　　　　　　　　　　   （各年４月１日現在）

区　　　　分
職　　員　　数（人）

対前年増減数
令和４年 令和５年

一般行政部門 115 111 △	4
教育関係部門 	 64 	 65 　	1
水道・下水道他特別会計部門 	 25 	 26 　	1

合　　　　計 204 202 △	2

職員の平均給料月額・平均年齢
区　　分 平均給料月額 平均年齢
一般行政職 286,569円 37.9歳
技能労務職 368,938円 54.3歳

初任給基準（一般行政職）
区　　分 給料月額

大 卒 185,200円
短 大 卒 167,100円
高 校 卒 154,600円

■歳出の性質別内訳

普通建設事業費 23億1,533万円
投資的経費
17.1%

人 件 費 18億1,696万円

義務的経費
44.9%

扶 助 費 34億2,310万円

公 債 費 8億3,797万円

物 件 費 24億8,279万円

その他の経費
38.0%

維 持 補 修 費 9,359万円

補 助 費 等 13億2,990万円

積 立 金 2,483万円

投資・出資及び貸付金 0万円

繰 出 金 12億1,430万円

■主な財政指数等

経常収支比率
� �経常的な経費のために、経常的な一般財源
がどれだけ充用されたかを示す比率です。この
比率が低い団体の財政構造は、弾力性がある
と考えられ、７０～８０％が標準的とされています。

82.9%

財 政 力 指 数

　基準財政需要額（その地方公共団体が合理的
かつ妥当な水準の行政を行い、又は施設を維持
するために必要な財政需要の額）に対する、基準
財政収入額（その地方公共団体が通常標準的に
徴収し得るであろうと考えられる税収入の７５％と
地方譲与税の合計額）の割合で、通常３か年度
の平均値を使用し、地方公共団体の財政力の強
弱を示す指標として用いられます。�（右の値は昨
年度までの３か年度平均値）

0.68

標準財政規模

　その地方公共団体の標準的な状態で通常収
入されるであろう経常的な一般財源の規模を
表します。これは、標準的な行政活動を行う
ために必要な経常的な一般財源の総量を示す
ものですので、財政分析や財政運営の指標の
算出のために利用されることが多くあります。

72億2,051万円

積立金現在高 　将来の大型事業や緊急的支出のためなどに
備え、積立てた（貯金した）金銭の残高

59億5,423万円
(R5.5月末現在)

地方債残高 　今までの事業による公債（借金）の残高 109億1,910万円

■社会保障関係経費に充当された引き上げ分の地方消費税

民生費 ５２億４,３４３万円

うち社会保障関係経費 ３８億９,７８８万円

社会保障関係経費に充当さ
れた引き上げ分の地方消費
税交付金の額

	４億５,４１４万円
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◎健全化判断比率
指　　標 令和４年度 早期健全化基準 備　　考

①実 質 赤 字 比 率 －％ 　13.97 ％ 実 質 黒 字 額
  899,535千円

②連 結 実 質 赤 字 比 率 －％ 　18.97 ％ 連結実質黒字額
2,418,231千円

③実 質 公 債 費 比 率 6.0％    25.0 ％
④将 来 負 担 比 率 －％   350.0 ％

財
政
用
語
の
説
明

実質赤字比率
　一般会計における実質赤字額の標準財政規模に対する比率
連結実質赤字比率
　一般会計及び特別会計における実質赤字額の標準財政規模に対する比率
実質公債費比率
　一般会計が負担する公債費（借入金償還費）の標準財政規模に対する比率
将来負担比率
　一般会計が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率
資金不足比率
　公営企業会計の資金不足額がその会計の事業規模に対する比率

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化

に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、

令
和
４
年
度
決
算
に
よ
る
健
全
化
判

断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
を
、
次

の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
４
年
度
決
算
に
お
け

る
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足

比
率
は
、
国
の
定
め
る
早
期
健
全
化

基
準
を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
本
町
の
財
政
状
況
が

健
全
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。

令
和
４
年
度
決
算
に
基
づ
く

令
和
４
年
度
決
算
に
基
づ
く

　
健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率

　
健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率

◎資金不足比率
特別会計の名称 令和４年度 経営健全化基準 備　　考

①水 道 事 業 会 計 －％ 20.0% 資 金 剰 余 額
961,707千円

②下 水 道 事 業 会 計 ー% 20.0% 資 金 剰 余 額
151,077千円

粗大ごみの処理について粗大ごみの処理について
　粗大ごみは有料のため、ごみ集積所に出すことはできません。西クリーンステーションに持ち込んでください。
粗大ごみの例としては、次のようなものがあります。
◦布団・枕・座布団・クッションなど ➡ 大きさに関わらず１品100円
◦机・椅子・タンス等の家具類 ➡ １品100円
◦電気ポット・電子レンジ等の電気製品 ➡ １品100円
◦電気コード類及び懐中電灯・ドライヤーなどの小型電気製品 ➡ １袋(45ℓ以下)100円
◦スプリングの入ったマットレス・マッサージチェア・オルガン・ピアノ等 ➡ １品200円
　なお、町外から出たごみの持込みはできませんので、マイナンバーカード・運転免許証等による本人確認及
び排出場所の確認を行っています。ごみの排出場所が確認できない時は、受入れをお断りする場合があります。
※持ち込みできる日時や品目の詳細は「ごみ収集カレンダー・ごみ分別ガイドブック」でご確認ください。
　町ホームページからもご覧いただけます。
問 �西クリーンステーション(☎６９２・７４１１)　　生活環境課(☎６３７・３１１６）

町ホームページ

福祉商品券をお届けします福祉商品券をお届けします
　福祉商品券事業として、次の対象者へ、あいずみ商品券を11月からお届けします。
対象者　�昨年度までに、商品券を受け取ったことがある方は、申請不要です。ただし、受け取ったことがない�

❶及び❺イ・ウの対象者の方は、申請が必要ですので、お問い合わせください。
○10月１日現在、本町に住民登録があり、引き続き１年以上町内に居住する次の要件に該当する方
❶�疾病等により、おおむね１年以上自宅で寝たきりの65歳以上の方を常に介護している家族
❷�身体障害者手帳１級又は２級の交付を受けている方
❸�療育手帳Ａ１・Ａ２・Ｂ１の交付を受けている方
❹�精神障害者手帳１級の交付を受けている方
❺�ひとり親家庭等で次に該当の保護者
　�ア�本年９月30日までに児童扶養手当の認定を受けている又は現況届が提出されているひとり親家庭
　�イ�児童扶養手当を受給していないが、現に婚姻をしていないひとり親家庭
　�ウ�父母が共に死亡、又は父母に遺棄され、父母以外の者に扶養されている児童がいる家庭
申 請 期 限　10月31日（火）まで　　　給付内容　１人につき、7，000円分の商品券
お届け方法　郵送(受取印が必要)　　利用期限　令和６年１月31日(水)まで　　　� 申・問   福祉課（☎637・3114）
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　本町では、マイナンバーカードを平日に受け取ることが難しい方
を対象に、休日交付の窓口を開設しています。
　事前予約が必要ですので、業務時間内（平日 午前８時30分～午後
５時15分）にご連絡ください。
　暗証番号の再設定及びマイナンバーカードの電子証明書の更新を
行うことも可能です。
※予約がない場合は、開設しません。
※保険証の紐付け等の手続は行っていません。
※休日交付日が変更となる場合があります。
交付日　毎月第２日曜日　　交付時間　午前９時～正午
場　所　役場１階　住民課 問 住民課(☎637・3112) 

実 施 期 間　令和６年１月15日（月）まで（各医療機関の休診日にご注意ください）
対  象  者　本町に住民登録があり、次に該当する方
　　　　　　◆65歳以上の方（接種当日）
　　　　　　　⇒個別に通知をお送りしています。保健センターへの連絡は不要です。
　　　　　　◆�60歳以上65歳未満の方で、心臓・腎臓・呼吸器の機能・ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の�

機能に日常生活活動が極度に制限される程度の障害がある方
　　　　　　　⇒保健センターへご連絡ください。連絡後、予診票等をお送りします。
接 種 回 数　１回
自己負担金　800円（生活保護を受給している場合は無料）
　　　　　　※�広域化医療機関に登録されていない医療機関で接種される場合は、全額自己負担となります。�

ただし、寝たきりなど特別な理由の場合については、接種前に保健センターへご連絡ください。
準  備  物　予診票、接種済証、健康保険証又は身分証明書（マイナンバーカード、運転免許証等）
　　　　　　※予診票、接種済証はお送りした通知に同封しています。
接種医療機関　県内の高齢者インフルエンザ広域化医療機関
　　　　　　※町内・町外どちらで接種される場合も、藍住町発行の予診票が必要です。
◆町内医療機関

医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号
藍住川島クリニック ☎692・0110 清水内科 ☎692・8900
藍住たまき青空クリニック ☎678・7727 杉みね整形クリニック ☎693・1021
安芸内科 ☎692・6111 富本小児科・内科 ☎692・7228
稲次病院 ☎692・5757 内科クリニック・オクムラ ☎692・4771
大久保内科 ☎692・1220 中川整形外科 ☎641・2288
奥村医院 ☎692・2403 中山産婦人科・小児科 ☎692・0333
香川内科 ☎692・9770 浜病院 ☎692・2317
こうのINRクリニック ☎693・1103 増田クリニック ☎693・3020
こやま小児科内科クリニック ☎637・3211 森本医院 ☎641・4141
西條内科耳鼻科 ☎692・8711 矢野医院 ☎692・4411
・町外の医療機関については、町ホームページをご確認、又は保健センターまでお問い合わせください。
・医療機関は変更となる場合があります。必ず電話確認をしてから受診してください。
　（番号をお確かめの上、おかけください）
・医療機関のワクチン保有状況によっては、希望する医療機関で接種できない場合があります。
　ご希望の方は、早めに医療機関にお申し込みください。
※転入や紛失等、予診票がお手元にない場合は、お問い合わせください。
問 保健センター（☎692・8658）

高齢者のインフルエンザ予防接種高齢者のインフルエンザ予防接種

戦没者追悼式戦没者追悼式
　戦争の悲惨さと平和の尊さを後世
に語り継ぐため、戦没者追悼式を４
年ぶりに開催します。
　式典はどなたでもご参加いただけ
ますので、戦没者のご冥福をお祈り
し、恒久平和を祈念しましょう。
日時　11月11日（土）午前９時30から
場所　役場４階
　　　405会議室（旧町民シアター）
問 福祉課（☎637・3114）

マイナンバーカードの休日交付を実施しています！
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金婚・ダイヤモンド婚記念品贈呈式を開催金婚・ダイヤモンド婚記念品贈呈式を開催
　敬老の日の９月18日、総合文化ホールで、金婚・ダイヤモンド婚
記念品贈呈式を開催しました。
　式典は、結婚50周年を迎えた13組と60周年を迎えた11組のご夫妻
が出席し、佐藤由美子氏のピアノと木田寿味氏のヴァイオリン、野
村侑加氏のチェロによる「愛の挨拶」の演奏で始まりました。
　それぞれのご夫妻に祝状と記念品が贈られ、髙橋町長をはじめ来
賓の方々から「いつまでもお元気で、ご夫妻ともに支え合い、年を重
ねてください。」とお祝いの言葉がありました。最後に出席者を代表
し、石川　修さん、恭子さんご夫妻から「私たち夫婦も、ここまで来
るまでには様々なことがあったが、今では、いなくては困る「空気」
のような存在。これからも、皆さまに支えていただきながら、元気に
生涯現役を目指し過ごしていきたい。」
と謝辞が述べられ、式典は閉会しました。
　今年、本町では83組が金婚を、30組
がダイヤモンド婚を迎えられました
(申し出があった方のみ)。これからも、
ご健康で楽しく日々をお過ごしください。

徳島ヴォルティス「藍住町民デー」を開催しました！
　８月20日、ポカリスエットスタジアムで藍住町民デーを開催しました。
　当日は絶好の観戦日和で、家族連れなど約5,500人が、試合観戦やイベント
を楽しみました。
　試合はレノファ山口ＦＣに２対０で勝利し、これまでの藍住町民デーの成
績は、13戦４勝２敗７分となっています。
　残りの試合もまだまだ負けられない戦いが続きます。皆さんも一緒にスタ
ジアムで応援しましょう！
　町民デーのイベントにご協力いただいた皆さんは次のとおりです。
　ありがとうございました。

徳島ヴォルティス町民デー協力団体一覧表
団　体　名 内  容

ヤマク食品株式会社 ハーフタイム抽選会への景品提供

ＮＰＯ法人
あいずみスポーツクラブ ニュースポーツの紹介・体験

藍住町婦人会 ポップコーン無料配布

藍愛グループ わたがしの無料配布

藍住町 藍染め製品の無料配布
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　藍住町中学生海外派遣団は、８月18日（金）の午後に藍住町を出発し、10日間の日程でオーストラリアに滞在しました。　藍住町中学生海外派遣団は、８月18日（金）の午後に藍住町を出発し、10日間の日程でオーストラリアに滞在しました。
　団員（藍住中学校と藍住東中学校の中学２年生12名）は、学校プログラムやホームステイなどの現地の人々との交流　団員（藍住中学校と藍住東中学校の中学２年生12名）は、学校プログラムやホームステイなどの現地の人々との交流
を終え、無事に帰国しました。８月19日（土）から26日（土）までの８日間は、ホストファミリーと一緒に過ごし、たくさを終え、無事に帰国しました。８月19日（土）から26日（土）までの８日間は、ホストファミリーと一緒に過ごし、たくさ
んの思い出を作ることができました。んの思い出を作ることができました。
　団長、副団長、団員12名の海外研修の感想を紹介します。　団長、副団長、団員12名の海外研修の感想を紹介します。

副団長　副団長　河野　智美河野　智美（藍住東中学校　教諭）（藍住東中学校　教諭）
　今回の海外派遣は、私たちに様々な出会いと経験をもたらし　今回の海外派遣は、私たちに様々な出会いと経験をもたらし
てくれました。オーストラリアの大地のようにおおらかで明るてくれました。オーストラリアの大地のようにおおらかで明る
い人々、美しい自然や文化。全てが私たちに感動を与えてくれい人々、美しい自然や文化。全てが私たちに感動を与えてくれ
ました。そして、この経験は、これからの私たちの英語学習やました。そして、この経験は、これからの私たちの英語学習や
夢へのモチベーションとなり、今後の生き方にも大きな影響を夢へのモチベーションとなり、今後の生き方にも大きな影響を
与えてくれると確信しています。与えてくれると確信しています。

箕谷　誠太箕谷　誠太（藍住中学校）（藍住中学校）
　オーストラリアの広大な自然と現地の日常生活に触れること　オーストラリアの広大な自然と現地の日常生活に触れること
ができました。英語が上手く話せなくても無理せず知っているができました。英語が上手く話せなくても無理せず知っている
単語で会話したり、分からないときは正直に言ったり、感謝や単語で会話したり、分からないときは正直に言ったり、感謝や
おわびの気持ちをはっきり伝えるように努めたことで、ホストおわびの気持ちをはっきり伝えるように努めたことで、ホスト
ファミリーや現地学校の皆さんと良いコミュニケーションが取ファミリーや現地学校の皆さんと良いコミュニケーションが取
れたと思います。れたと思います。

榊　菜奈榊　菜奈（藍住中学校）（藍住中学校）
　オーストラリアでの生活は、今までにないぐらい楽しく、あっ　オーストラリアでの生活は、今までにないぐらい楽しく、あっ
という間の10日間でした。ホームステイ先では、一緒にカードという間の10日間でした。ホームステイ先では、一緒にカード
ゲームをしたり、日本の遊びを教えたりしました。学校では、ゲームをしたり、日本の遊びを教えたりしました。学校では、
バディの子とモーニングティーという時間にお菓子を食べながバディの子とモーニングティーという時間にお菓子を食べなが
ら、色々な話をしました。オーストラリアで過ごした日々は一ら、色々な話をしました。オーストラリアで過ごした日々は一
生の思い出です。生の思い出です。

大平落　颯花大平落　颯花（藍住東中学校）（藍住東中学校）
　初めは、英語が全く話せず不安でした。しかし、困っていると、　初めは、英語が全く話せず不安でした。しかし、困っていると、
簡単な英語に変えて、何度でも話してくれたので、やっていく簡単な英語に変えて、何度でも話してくれたので、やっていく
自信をもてました。ホストファミリーは海や動物園にも連れて自信をもてました。ホストファミリーは海や動物園にも連れて
行ってくれました。居心地よく、我が家のようでした。バディ行ってくれました。居心地よく、我が家のようでした。バディ
は授業を一緒に受け、友達になりました。また、オーストラリは授業を一緒に受け、友達になりました。また、オーストラリ
アに会いに行きたいと思いました。アに会いに行きたいと思いました。

東　芽以東　芽以（藍住東中学校）（藍住東中学校）
　私は今回の海外派遣事業に参加するにあたって、初めての海　私は今回の海外派遣事業に参加するにあたって、初めての海
外に家族のもとを離れて行くことが不安でした。しかし、実際外に家族のもとを離れて行くことが不安でした。しかし、実際
に行ってホストファミリーと一緒に過ごしていると、何に対しに行ってホストファミリーと一緒に過ごしていると、何に対し
て不安を持っていたのか分からなくなっていました。それぐらて不安を持っていたのか分からなくなっていました。それぐら
いオ―ストラリアの日常に馴染んでいたんだと思います。そしいオ―ストラリアの日常に馴染んでいたんだと思います。そし
て、たとえ言葉が通じなくても「楽しいっ！」という気持ちや喜て、たとえ言葉が通じなくても「楽しいっ！」という気持ちや喜
びは世界共通で分かち合えることを学びました。びは世界共通で分かち合えることを学びました。

団長　団長　大西　仁史大西　仁史（藍住中学校　教頭）（藍住中学校　教頭）
　本事業は、８月18日から27日までの期間、本町の中学生12　本事業は、８月18日から27日までの期間、本町の中学生12
名がオーストラリアサウスウェールズ州のシドニー近郊の町ゴ名がオーストラリアサウスウェールズ州のシドニー近郊の町ゴ
スフォードの６家庭にホームステイし、現地の学校で学ぶことスフォードの６家庭にホームステイし、現地の学校で学ぶこと
を中心に行われました。１週間という短い期間でしたが、生徒を中心に行われました。１週間という短い期間でしたが、生徒
たちは家族と離れ、言葉や習慣の異なるオーストラリアの国でたちは家族と離れ、言葉や習慣の異なるオーストラリアの国で
多くのことを経験し学びました。多くのことを経験し学びました。

松本　帆華松本　帆華（藍住中学校）（藍住中学校）
　私はオーストラリアに行って日本では学べない文化や気候、　私はオーストラリアに行って日本では学べない文化や気候、
食事などを肌で感じることができ、とても良い経験になりまし食事などを肌で感じることができ、とても良い経験になりまし
た。行く前は言葉が通じるかとても不安でしたが、先生や添乗た。行く前は言葉が通じるかとても不安でしたが、先生や添乗
員さんのおかげで安心して研修期間を過ごすことができました。員さんのおかげで安心して研修期間を過ごすことができました。
藍住東中学校の生徒とも仲良くなれてとてもいい10日間でし藍住東中学校の生徒とも仲良くなれてとてもいい10日間でし
た。ありがとうございました。た。ありがとうございました。

中原　里菜中原　里菜（藍住中学校）（藍住中学校）
　海外派遣を終えて私が感じることは、物事に対する視野が広　海外派遣を終えて私が感じることは、物事に対する視野が広
くなったことです。初めは不安も沢山ありましたが、オーストくなったことです。初めは不安も沢山ありましたが、オースト
ラリアの自然にふれて世界の広さを感じました。今回、オースラリアの自然にふれて世界の広さを感じました。今回、オース
トラリアへ行った経験を生かせるような仕事をしたいと思いまトラリアへ行った経験を生かせるような仕事をしたいと思いま
す。この経験は私にとってかけがえのない、最高の思い出となす。この経験は私にとってかけがえのない、最高の思い出とな
りました。りました。

水野　佑亮水野　佑亮（藍住東中学校）（藍住東中学校）
　ホストファミリーやオーストラリアの友人たちはとても親切　ホストファミリーやオーストラリアの友人たちはとても親切
で、初日から積極的に話しかけてくれました。そのおかげで英で、初日から積極的に話しかけてくれました。そのおかげで英
語がだんだん聞き取れるようになると、会話が楽しくて『もっと語がだんだん聞き取れるようになると、会話が楽しくて『もっと
英語を話せるようになりたい！』と思いました。将来はオースト英語を話せるようになりたい！』と思いました。将来はオースト
ラリアに住んでみてもいいなと思うぐらい、オーストラリアのラリアに住んでみてもいいなと思うぐらい、オーストラリアの
ことが好きになりました。ことが好きになりました。

奥本　進之介奥本　進之介（藍住東中学校）（藍住東中学校）
　オーストラリアの人々は、日本の人々と比べて、燃えるゴミ　オーストラリアの人々は、日本の人々と比べて、燃えるゴミ
と燃えないゴミを分別しなかったり、シャワーを短時間ですまと燃えないゴミを分別しなかったり、シャワーを短時間ですま
せたりなどと日本での当然であることが海外では当然ではないせたりなどと日本での当然であることが海外では当然ではない
ということがたくさんありました。また今度、オーストラリアということがたくさんありました。また今度、オーストラリア
に行く機会があれば、もっとたくさんの文化の差をみつけたいに行く機会があれば、もっとたくさんの文化の差をみつけたい
です。です。

藍住町中学生海外派遣事業藍住町中学生海外派遣事業

藍住町中学生海外派遣団　帰国報告藍住町中学生海外派遣団　帰国報告
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８月18日（金） 出発

８月19日（土）
オーストラリア　シドニーへ到着
オペラハウス・ダーリングハーバー等市内観光
ホストファミリーと対面後、それぞれのホスト宅へ

８月20日（日） ホストファミリーと過ごす休日

８月21日（月）

〜

８月25日（金）

St Philip's Christian College Gosfordで
学校プログラム

ホームステイ

８月26日（土） ホストファミリーとお別れ
世界遺産ブルーマウンテン観光等

８月27日（日） 帰国

英　彩音英　彩音（藍住中学校）（藍住中学校）
　私はオーストラリアでとても充実した日々を過ごすことがで　私はオーストラリアでとても充実した日々を過ごすことがで
きました。一番心に残っているのは、ホストファミリーの方がきました。一番心に残っているのは、ホストファミリーの方が
親切に受け入れてくれたことです。テニスを外国の方とする機親切に受け入れてくれたことです。テニスを外国の方とする機
会もあり、スポーツは世界共通と実感しました。お土産に藍染会もあり、スポーツは世界共通と実感しました。お土産に藍染
の手ぬぐいや阿波踊りの切手をお渡しすると、とても喜んでくの手ぬぐいや阿波踊りの切手をお渡しすると、とても喜んでく
れました。今後、国際的な視野をれました。今後、国際的な視野を持てるよう学習を重ねます。持てるよう学習を重ねます。

中西　美月中西　美月（藍住東中学校）（藍住東中学校）
　私がオーストラリアで心に残ったことは２つあります。１つ　私がオーストラリアで心に残ったことは２つあります。１つ
目は、オペラハウスの中を見学したことです。特に感動したのは、目は、オペラハウスの中を見学したことです。特に感動したのは、
大きなパイプオルガンと設置されていた反響板を見れたことで大きなパイプオルガンと設置されていた反響板を見れたことで
す。２つ目は、ホームステイ先のホストマザーが作ってくれたす。２つ目は、ホームステイ先のホストマザーが作ってくれた
日本食です。私のホストファミリーは日本が大好きで、私たち日本食です。私のホストファミリーは日本が大好きで、私たち
にも日本食を作ってくれました。とてもおいしかったです。にも日本食を作ってくれました。とてもおいしかったです。外外
国の方にも日本を知ってもらえて嬉しく思います。国の方にも日本を知ってもらえて嬉しく思います。

安藝　華子安藝　華子（藍住中学校）（藍住中学校）
　初めてのオーストラリア。意外と英語が通じて、ホストファ　初めてのオーストラリア。意外と英語が通じて、ホストファ
ミリーとも現地の学校の子とも仲良くなることができました。ミリーとも現地の学校の子とも仲良くなることができました。
食事も予想以上にどれもおいしく、観光や季節が逆という感覚食事も予想以上にどれもおいしく、観光や季節が逆という感覚
がとても楽しかったです。滞在中は一生懸命頭を使って英語でがとても楽しかったです。滞在中は一生懸命頭を使って英語で
会話しているので、独り言まで英語になってしまい、自分でも会話しているので、独り言まで英語になってしまい、自分でも
おもしろかったです。おもしろかったです。

内海　翔内海　翔（藍住東中学校）（藍住東中学校）
　行く前は言葉や生活に馴染めるかなど不安がありましたが、　行く前は言葉や生活に馴染めるかなど不安がありましたが、
ホストファミリーやバディ達がとても親切に接してくれたおかホストファミリーやバディ達がとても親切に接してくれたおか
げで、充実した時間を過ごすことができました。特に自己紹介げで、充実した時間を過ごすことができました。特に自己紹介
や藍住町について話した時に興味を持って聞いてくれたことがや藍住町について話した時に興味を持って聞いてくれたことが
うれしかったです。今後、徳島県や藍住町で国際交流の活動のうれしかったです。今後、徳島県や藍住町で国際交流の活動の
機会があれば積極的に参加したいと思います。機会があれば積極的に参加したいと思います。

秋のバラが見頃を迎えます
　秋のバラは、香り豊かで色鮮やかな花を咲かせます。また、春に比べて大きいのも秋のバラの特長です。　秋のバラは、香り豊かで色鮮やかな花を咲かせます。また、春に比べて大きいのも秋のバラの特長です。
　バラの香りには心を落ち着かせる効果がありますので、秋のゆったりとしたひとときを、ぜひバラ園　バラの香りには心を落ち着かせる効果がありますので、秋のゆったりとしたひとときを、ぜひバラ園
でお過ごしください。でお過ごしください。
見　　頃見　　頃　11月上旬～下旬　11月上旬～下旬
開園時間開園時間　午前８時～午後５時　午前８時～午後５時
場　　所場　　所　藍住町バラ園（矢上原263-88）　藍住町バラ園（矢上原263-88）
入入　　園園　　料料　　無料無料
問   産業支援室（☎637・3120）産業支援室（☎637・3120）
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里親とは
　子どもの成長には、家庭で暮らす時間や経験がとても大きな役割を担っています。
　ところが今、様々な事情で自分の家族と暮らせない子どもたちがいます。子どもたちを迎え入れ、温かい愛
情と正しい理解でその成長をサポートする人が「里親」です。
里親の種類　４つの種類があります。
養 育 里 親 様々な事情により家族と暮らせない子どもを一定期間、自分の家庭で養育する里親です。
専 門 里 親 養育里親のうち、非行、虐待などの理由により専門的な援助を必要とする子どもを養育する里親です。
養子縁組里親 養子縁組によって、子どもの養親となることを希望する里親です。
親 族 里 親 実親が死亡、行方不明等により養育できない場合に、祖父母などの親族が子どもを養育する里親です。

里親委託まで　里子の受入れまでは段階を踏むので安心！

相談窓口　中央こども女性相談センター（☎622・2205）

相談 登録研修
家庭訪問

子どもとの
出会い

里親委託　※�児童の委託を受けた里親には委託費が支給
されます。また、医療費は県で負担します。

10月は里親月間です
子どもたちの健やかな成長のため、里親になりませんか里親になりませんか

とくしまはぐくみネット　里親

里親制度説明会（要予約）
日　時　11月26日(日)午前10時～正午　場　所　ふれあい健康館（徳島市沖浜東２丁目16番地）

申 ・問　徳島赤十字ひのみね医療療育センター附属乳児院（☎0885・32・0555）

令和５年度　徳島県市町村合同公売会の開催令和５年度　徳島県市町村合同公売会の開催
　徳島県、徳島市、小松島市、吉野川市、阿波市及び藍住町は、税の滞納処分により差し押さえた財産の合同公売会を開催します。
　液晶モニターやストーブなどの家電製品、原動機付自転車、絵画など約90点の動産の公売を入札方式で行います。最低売
却価額（見積価額）は、公売の特殊性を考慮し、相場より低く設定しています。詳細は町ホームページをご覧ください。
●日　　　時　入札期間：11月10日（金）～12日（日）午前９時～午後４時 ※入場の受付は午後３時30分までとなります。
　落札結果発表：11月17日（金）※町ホームページに掲載します。
　代金納付及び商品引渡し期間：11月17日（金）～19日（日）　〈平日〉午前９時～午後４時　〈土日〉午前９時～正午
●場　　　所　　徳島県徳島合同庁舎東会議棟2階（徳島市新蔵町1丁目67）
●必要なもの
　【入札時】
　・本人確認ができるもの（マイナンバーカード、運転免許証など）
　・委任状（代理人の場合）　・親権者の同意書（未成年の場合）
　【代金納付時】
　・本人確認ができるもの（マイナンバーカード、運転免許証など）
　・購入代金（現金一括払いのみ）
※エレベーターはありません。
※駐車場は徳島合同庁舎内にありますが、台数に限りがございますので、なるべく公共交通機関をご利用ください。

問  町税務課　（☎637・3117）　県東部県税局　（☎626・8820、☎626・8821）
※土日は、東部県税局にお問い合わせください。（開催期間中に限る）

　堆肥等の散布は、農作物の健全な育成に重要
な作業である一方、例年「悪臭」による苦情が寄
せられています。
　散布する際は、次の点にご注意ください。
 ・ 風向きに注意し、周囲への配慮をお願いしま

す。
 ・ においの拡散を防止するため、散布後はすみ

やかに土壌の耕起をお願いします。

堆肥等の散布に
ご注意ください

皆さんで徳島ヴォルティスの
応援に行きましょう！

●ホームゲームご案内
　10月22日（日）　午後２時から　VS　ジュビロ磐田
　11月４日（土）　午後２時から　VS　藤枝MYFC

●試合会場　ポカリスエットスタジアム
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新規採用職員紹介（50 音順）

税　務　課　川　上　紗　英
　町職員として町民の皆さんのお役に
立ち、藍住町がより発展していけるよ
うに日々の業務に努めてまいります。

建設産業課　佐　野　寛　弥
　藍住町がより住みやすい町になるよ
うに努力するとともに、町民の皆さん
から親しみを持って頂ける町職員を目
指す所存でございます。

社会教育課　小賀野　亜　実
　町職員として町民の皆さんの声に耳
を傾け、藍住町がさらに活気づき住み
やすい町になるよう日々業務に取り組
んでまいります。

総務企画課　大　端　早　紀
　町職員として自覚と責任を持ち、藍
住町の発展に貢献することができるよ
う、誠心誠意業務に励んでいきたいと
思います。

生活環境課　長谷川　大　知
　町職員として自覚と責任を常に持ち、
藍住町の発展に貢献し、町民の皆さん
のお役に立てるよう、誠心誠意業務に
努める所存です。

学校教育課　吉　田　百　花
　町職員としての責任を持ち、町民の
皆さんに寄り添い、安心安全に暮らせ
る町づくりと、藍住町の更なる発展に
尽力して参ります。

申 ・問  総務企画課（☎637・3111）　〒771–1292 奥野字矢上前52番地１

　会計年度任用職員登録の受付を行います。
　登録された方の中から、必要に応じて会計年度任用
職員として雇用します。
1　職　　種
　�　事務補佐員、看護師（ナースバンク含む）、精神保
健福祉士、介護支援専門員、保育士、幼稚園助教諭、
児童館職員、学校用務員、特別支援教育支援員、保
育補助員、預かり保育支援員、栄養士、保健師、助
産師、管理栄養士、技能員（ゴミ収集等）等

2　条　　件
　・�看護師、精神保健福祉士、介護支援専門員、保育
士、幼稚園助教諭、栄養士、保健師、助産師、管
理栄養士については資格を有する方�

　・�地方公務員法第16条に定める欠格事項に該当していないこと
　・�藍住町の町税及び国民健康保険税等を滞納していないこと
　　※年齢制限はありません
3　任用期間
　�　令和６年４月１日から令和７年３月31日までの
間で、必要に応じて随時

4　健康保険・厚生年金保険・雇用保険
　各法令の定めにより加入していただきます。

5　登録方法
　�　「藍住町会計年度任用職員申込書」と「町税等の納税
状況調査同意書」を総務企画課に持参又は郵送してく
ださい。また、郵送による申込みの場合は、封筒の
表に「会計年度任用職員登録」と記入してください。
※�看護師、精神保健福祉士、介護支援専門員、保育士、幼稚園助教諭、保健師、助
産師、栄養士、管理栄養士については、資格証等の写しを添付してください。
※申込書には、希望職種を記入してください。
※�「藍住町会計年度任用職員申込書」と「町税等の納税状況調査同
意書」の様式は町のホームページからダウンロードできます。

6　申込受付期間
　1０月16日（月）～11月1７日（金）
　午前８時3０分～午後５時15分（土日・祝日を除く）
7　採用方法
　��書類選考と面接（採用する場合、別途連絡します）
8　その他
　・�令和５年度中に会計年度任用職員の登録を済まさ
れている方についても、�登録する必要があります。

　・�提出いただいた申込書は返却できませんので、ご
了承ください。

※�詳細は、町ホームページで確認してください。

令和６年度令和６年度    藍住町会計年度任用職員募集藍住町会計年度任用職員募集

徳島県最低賃金
10月
１日から

問
・徳島労働局賃金室（☎652・9165）
　又は最寄りの労働基準監督署
・ 最低賃金改正に伴う労務相談や業務改善助成金

に関すること
　徳島働き方改革推進支援センター
　（☎0120・967・951）

時
間
額896896円円

問  特定健診受診券に関すること　健康推進課　（☎637・3115）
　　 健診結果説明及び特定保健指導に関すること　保健センター（☎692・8658）

◆ 特定健診受診券は、7月上旬に黄緑色の封筒でお送りしています。
受診券がお手元にない方は、健康推進課までお問い合わせください。

対　象　者  40歳から74歳までの藍住町国民健康保険加入者
実　施　期　間  令和6年1月末まで
※ 国民健康保険加入者以外の方の特定健診は、各保険者へお問い合わせください。

国民健康保険加入者の皆さんへ
特定健診受受 診診 安安 心心
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みんなの居場所としてのみんなの居場所としての
「子ども食堂」「子ども食堂」

●藍住町スローガン●

守れ人権 許すな差別

人権標語人権標語 藍住西小学校児童作品

『おはよう』の　その一言が　明日への力に	 ６年	 中西　海吏
世界には　たくさんの個性　あふれてる		 ６年	 岩本　玲奈
考えよう　今の言葉は　よかったの	 	 ６年	 前原　　弘
１度だけ　それでも立派な　いじめだよ		 ６年	 吉本　夕葵
思い出そう　自分の経験　他人の言葉	 	 ６年	 松本　奏一
言葉で相手を安心させる　おたがい気持ちを　分かり合う	 ６年	 森下　來玖

　子ども食堂は、2012年頃、関東の八百屋の店主が貧困や親の多忙から、ご飯を満足
に食べていない子どものために、八百屋の一角で子どもたちが食事をできるスペースを設
置したことがきっかけだそうです。それから10年経ち、子ども食堂は急激に増え、2022年
には全国で7000か所にものぼり、現在も増え続けています。徳島県でも８月現在で93か所、
藍住町では５か所の登録があります。
　子ども食堂の認知度は上がってきていますが、発生の経緯から「家庭環境に問題がある
子どもの支援活動」といったイメージを持つ方が多いのではないでしょうか。
　しかし、貧困対策だけではなく子ども食堂にはできることがたくさんあります。
●貧困支援
　 　月に１、２度の食事提供では子どもの貧困対策としては微力だと言えるでしょう。しかし、これをきっかけとして見守り、

気遣い、つながりを持つことが大切だと考えます。
●地域活性化
　 　地域での交流の機会が少なくなる中、多世代が交流する場づくり。参加する人だけでなく、スタッフの生きがいや居

場所づくりでもあり、人と人がつながって活動できる場となります。
●共食の場・食育の場
　 　ひとりで食べる｢孤食｣ではなく、みんなと食べる｢共食｣となることで、普段食べないようなメニューや、農家から寄付

された野菜の料理を普段とは違った味付けで食べる機会を持てる共食の場・食育の場でもあります。
●学習支援・体験学習
　 　子どものニーズに合わせた学習支援や、普段体験できない活動を取り入れることで様々な体験学習をすることもできます。
●子育て支援
　 　保護者同士のつながりができることはもちろん、学生やシニア世代など普段接することが少ない世代と交流できる場です。
　他にも子ども食堂はたくさんの可能性を秘めており、「地域の子どもたちのために食事を提供する」ことを通して、それぞれの
子ども食堂のスタッフの思いや内容が柱となって、各地で様々な特色ある子ども食堂が開かれています。

子ども食堂「あいちゃん」の取組
　昨年から子ども食堂に関心がある方
が集まり、６月にパントリー（食材など
の配布）を始め、８月から月１回食事の
提供をしています。回ごとの反省やス
タッフの思いの擦り合わせをしながら１
年になりました。お弁当の蓋を開けた時

「わ～おいしそう！」と思ってもらえる食
事の提供をしたいと思い、徳島県産の
食材を使い、彩、味、調理にこだわっ
ています。子どもたちは、みんなと一
緒に食べるとおいしいと感じたり、いつ
も家庭では喜ばないメニューを食べよ
うとしたりしています。保護者の方には
食べた後も子どもたちが遊ぶ姿を見ながら、その時間だけでもゆったり過ごし、交流をしてもらえたらと思っています。

これからの子ども食堂
　貧困対策としての子ども食堂から多世代交流拠点としての子ども食堂に変わろうとしています。子どもたちが歩いてでも行
けるように、また多世代の方々が気楽に足を運べるよう、できれば小学校区に１か所ずつあれば望ましいと思います。そして今
ある子ども食堂が継続できるよう、地域をより良くしようという思いを持った多くの人に理解と協力をお願いし、地域に必要と
される場所になればと思います。目指すは、赤ちゃんから高齢者まで誰一人として取り残さない｢みんなの居場所｣としての子ど
も食堂。一度のぞいてみてくださいね。　　　　　　　　　　　　　　　　　　子ども食堂あいちゃん代表　　　林　美保

 パントリーの様子 ( 必要な人に食材や日用品を提供しています。)
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師　
徳
島
文
理
大
学

　
　
　
　
　
保
健
福
祉
学
部　
教
授

　
　
　
　
　
柳
澤　
幸
夫�

氏

定

員　
４０
人（
申
込
順
）

準
備
物　

�

動
き
や
す
い
服
装
、
汗
拭
き
タ

オ
ル
、
飲
み
物

参
加
費　
無
料

申
込
期
限　
11
月
1０
日（
金
）ま
で

主

催　

�

藍
住
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議

会「
藍
愛
グ
ル
ー
プ
」運
動
部

申
・
問�

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
２・８
６
５
８
）

※�

こ
の
教
室
参
加
で
、「
テ
ク
と
く
」の
と
く

し
ま
健
康
ポ
イ
ン
ト
１
０
０
ポ
イ
ン
ト
を

取
得
で
き
ま
す
。

「
テ
ク
と
く
」と
は

　

 

徳
島
県
が
運
用
す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ
で
す
。
個
人
の
健
康
づ
く
り

に
関
す
る
取
組
に
対
し
て
、「
健
康
ポ

イ
ン
ト
」が
付
与
さ
れ
、
貯
ま
っ
た
ポ

イ
ン
ト
に
応
じ
て「
店
舗
で
の
特
典
」

や「
賞
品
へ
の
応
募
」が
で
き
ま
す
。

健
康
す
い
水
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

教
室(

追
加
募
集
）

　
現
在
開
催
中
の
教
室
の
追
加
募
集
と
な
り

ま
す
。
温
水
プ
ー
ル
で
楽
し
く
健
康
づ
く
り

を
し
ま
し
ょ
う
！

日

時　
毎
週
金
曜
日

　
　
　
　
　
午
前
1０
時
～
11
時

　
　
　
　
　

�（
令
和
６
年
３
月
15
日
ま
で
開

催
）

場

所　
Ａ
Ｏ
Ｋ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
（
奥
野
字
乾
５
番
地
７
）

※
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象
者

　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

●�
本
町
に
住
民
票
が
あ
り
、
65
歳
以
上
で
要

介
護（
要
支
援
）認
定
を
受
け
て
い
な
い
方

●
介
護
保
険
料
の
未
納
が
な
い
方

※�

医
師
か
ら
運
動
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
方
、

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
の
方
は
参
加
で
き
ま
せ

ん
。

定

員　
若
干
名���

参
加
費　
１
回
に
つ
き
３
０
０
円

　
　
　
　
　
（
説
明
会
は
無
料
）

準
備
物　

�

11
月
1０
日（
金
）の
説
明
会
で
ご

案
内
し
ま
す
。　

申
込
期
間　
1０
月
1７
日（
火
）～
２3
日（
月
）

※
土
日
を
除
く

受
付
時
間　
午
前
８
時
3０
分
～

　
　
　
　
　
午
後
５
時
15
分

※�

感
染
症
等
の
影
響
に
よ
り
、
日
時
に
つ
い

て
は
、
変
更
・
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※�

申
込
方
法
等
の
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
・
問�

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
３
７・３
１
７
５
）

「
農
業
経
営
収
入
保
険
で

安
心
経
営
」申
込
受
付
中
！

　
農
業
経
営
収
入
保
険
は
、
農
業
者
ご
と
の

収
入
減
少
を
総
合
的
に
補
填
す
る
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
、
自
然
災
害
や
価
格
低
下

だ
け
で
な
く
、
農
業
者
の
経
営
努
力
で
は
避

け
ら
れ
な
い
収
入
減
少
が
補
償
の
対
象
で
す
。

　
そ
の
他
、
農
業
用
ハ
ウ
ス
や
農
機
具
の
共

済
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
徳
島
県
農
業

共
済
組
合
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
（
令
和
６
年
補
償
新
規
加
入
）

　
　
　
　
　
個
人
経
営
の
方　
1２
月
末

　
　
　
　
　
法
人
の
方　
　
　
決
算
月

問�

徳
島
県
農
業
共
済
組
合

　
　
　
　
　
　
本
所（
徳
島
市
）

（
☎
６
２
２・７
７
３
１
）

 

と
く
し
ま
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー 

令
和
６
年
度 

第
９
期
生
募
集

　
１
年
間
の
研
修
に
よ
り
、
林
業
の
現
場
で

即
戦
力
と
な
る
知
識
・
技
術
を
習
得
で
き
ま

す
。
入
学
金
、
研
修
費
用
、
必
要
資
格
取
得

は
無
料
で
す
。

　

ま
た
、
条
件
を
満
た
せ
ば「
緑
の
青
年
就

業
準
備
給
付
金
」年
間
最
大
１
５
５
万
円
が

給
付
さ
れ
ま
す
。

　
第
１
～
７
期
生（
１
０
３
人
）林
業
就
業
率

は
１
０
０
％
で
す
。

試
験
日
時　
（
第
２
回
）1２
月
３
日（
日
）

　
　
　
　
　
（
第
３
回
）令
和
６
年
２
月
４
日（
日
）

募
集
期
限　
（
第
２
回
）11
月
２４
日（
金
）ま
で

　
　
　
　
　
（
第
３
回
）令
和
６
年
１
月
２6
日（
金
）ま
で

募
集
人
数　
35
人

※�

合
格
者
が
定
員
に
達
し
た
場
合
、
そ
れ
以
降

の
試
験
は
実
施
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問�

公
益
社
団
法
人
徳
島
森
林
づ
く
り
推
進

　
　
機
構 

技
術
支
援
課

　
　
（
☎
６
３
５・７
８
１
２
）
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消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
情
報

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
情
報

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
の

前
払
い
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
！

《
事
例
》イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
通
販
サ
イ
ト
で

　

�

商
品
を
注
文
し
、
指
定
さ
れ
た
銀
行
の
個

人
名
義
口
座
に
代
金
を
振
り
込

ん
だ
が
、
商
品
が
届
か
な
い
。

　
代
金
前
払
い
の
場
合
は
、
お
金
を
振
り
込

ん
で
し
ま
う
と
取
り
戻
す
の
は
非
常
に
困
難

で
す
。

●�

申
込
前
に
、
事
業
者
情
報
、
返
品
や
返
金

が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
、
き

ち
ん
と
掲
載
さ
れ
て
い
る
か
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

●�

一
見
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払
い
も
選
択
可

能
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
せ
か
け
、
実
際

に
は
銀
行
振
込
し
か
選
択
で
き
な
い
場
合

は
要
注
意
で
す
。

●�

詐
欺
的
サ
イ
ト
に
多
い
手
口
と
し
て
、
振

込
先
口
座
の
名
義
人
が
事
業
者
名
や
ネ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
プ
名
と
異
な
る
個
人
名
義
、
外

国
人
名
義
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

困
っ
た
と
き
の
相
談
情
報
窓
口

『
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
』

　

消
費
生
活
相
談
員
２
名
が
無
料
で
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。
不
安
な
と
き
、
困
っ
た

と
き
は
お
気
軽
に
連
絡
く
だ
さ
い
。
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。

相
談
日
時　
平
日　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

場

所　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
役
場
２
階�

産
業
支
援
室
内
）

※�

来
所
相
談
の
場
合
、
個
室
を
ご
用
意
で
き

ま
す
の
で
、
事
前
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

泣
く  

い
や
よ
は
こ
こ
！

問�

専
用
電
話（
☎
６
７
９・１
８
４
８
）

　
　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　
（
局
番
な
し
１
８
８
）

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　
行
政
書
士
が
、
①
～
③
の
作
成
に
つ
い
て

無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

①
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
の
こ
と

②
権
利
義
務
に
関
す
る
書
類
の
こ
と

③
事
実
証
明
に
関
す
る
書
類
の
こ
と

日

時　
1０
月
18
日（
水
）�

午
後
１
時
～
３
時

場

所　
町
勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー　
１
階

　
　
　
　
図
書
室

問�

県
行
政
書
士
会
鳴
門
板
野
支
部

　
　
担
当 

友
兼（
☎
０
９
０・２
８
９
５・２
２
２
６
）

秋
の
軽
登
山「
剣
山
」

　
四
国
山
脈
の
美
し
い
姿
を
一
望
し
よ
う
♪

自
信
の
な
い
方
は
リ
フ
ト
を
使
っ
た
お
手
軽

コ
ー
ス
で
！

日

時　
11
月
５
日（
日
）午
前
６
時
3０
分
出
発

　
　
　
　
　
※
小
雨
決
行

集
合
場
所　
藍
住
町
総
合
施
設
駐
車
場

対
象
者　
小
学
４
年
生
以
上
の
あ
い
ず
み
ス

　
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
で
軽
登
山
の
で
き
る
方

参
加
費　
７
千
円

※�

登
り
・
下
り
時
に
リ
フ
ト
を
ご
利
用
の
方

は
実
費
で
お
願
い
し
ま
す
。

定

員　
18
人（
申
込
順
）

申
込
開
始　
1０
月
15
日（
日
）か
ら

※�

申
込
者
少
数
の
場
合
は
中
止
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

※�

�1０
月
２9
日（
日
）以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
参

加
費
を
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

申
・
問�

N
P
O
法
人

　
　
　
　
あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
６
９
２・５
０
０
０
）

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
か
ら
の
お
知
ら
せ

エ
ー
ア
イ
テ
レ
ビ
職
員
募
集

板
野
東
部
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
芋
掘
り
交
流
会
】

　
フ
ァ
ミ
サ
ポ
恒
例
の
お
芋
ほ
り
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
！

日

時　
11
月
４
日（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
1０
時
か
ら

　
　
　
　
　
（
小
雨
決
行
）

※
荒
天
の
場
合
は
11
月
９
日（
木
）

集
合
場
所　
マ
ツ
シ
ゲ
ー
ト
駐
車
場

※
松
茂
町
試
験
農
場
の
畑
ま
で
徒
歩
で
移
動

参
加
費　
１
家
族
３
０
０
円

　
　
　
　
　
（
さ
つ
ま
い
も
を
２
株
）

準
備
物　

�

持
帰
り
用
の
袋
、
タ
オ
ル
、
軍

手
、
長
靴
、
飲
み
物

申
込
期
限　
1０
月
２０
日(

金
）ま
で

申
込
方
法　

�

電
話
又
は
次
の
二
次
元
コ
ー
ド

の
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
込

可
能

※�

抽
選
で
７０
組
の
方
に
、
1０
月

　
２6
日（
木
）ま
で
に
ご
連
絡
し

　
ま
す
。

【
ふ
ぁ
み
さ
ぽ
研
修
】

　
片
付
け
た
い
け
ど
片
付
か
な
い
。
わ
た
し

の
収
納
タ
イ
プ
は
何
タ
イ
プ
？
利
き
脳
で
わ

か
る
、
片
付
け
法
。

日

時　
11
月
２０
日（
月
）

　
　
　
　
　
午
前
1０
時
～
正
午

場

所　
勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー　
１
階

　
　
　
　
　
講
習
室

講

師　

�

T
O
K
U
S
H
I
M
A
お
片
付

け
L
A
B
O

　
　

　
　

　
竹
内　
真
理　
先
生

定

員　
２０
人

参
加
費　
１
０
０
円（
資
料
代
）

申
・
問�

板
野
東
部
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

　
　
　
　
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

（
☎
６
９
３・３
０
３
３
）

採
用
予
定
職
種（
採
用
予
定
人
数
）

●
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・
撮
影
ス
タ
ッ
フ（
各
１
人
）

　
エ
ー
ア
イ
テ
レ
ビ
が
制
作
す
る
自
主
放
送

番
組
に
出
演
、
撮
影
、
番
組
企
画
、
取
材
及

び
番
組
編
集
等
の
業
務

●
技
術
職（
１
人
）

　
工
事
関
連
業
務
及
び
施
設
の
管
理
業
務　

受
験
資
格

●
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

　
昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

●
撮
影
ス
タ
ッ
フ
・
技
術
職

　
昭
和
53
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

採
用
時
期　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　
（
試
用
期
間
あ
り
）

試
験
日
時　
11
月
1２
日（
日
）

　

�

筆
記
試
験（
一
般
教
養
）、
面
接
及
び
実
技

（
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
み
）

提
出
書
類　
履
歴
書（
６
か
月
以
内
に
撮
影

し
た
写
真
貼
付
）

※�

希
望
職
種
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法　
郵
送
又
は
持
参

※�

郵
送
の
場
合
は
、
封
筒
の
表
に「
試
験
申

込
」と
朱
書
き
し
、
必
ず「
書
留
郵
便
」で

お
送
り
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限　
11
月
９
日（
木
）ま
で

　
　
　
　
　

�（
受
付
時
間
）

　
　
　
　
　
午
前
８
時
3０
分
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
※
土
日
・
祝
日
を
除
く

※�

郵
送
の
場
合
は
11
月
９
日（
木
）午
後
５
時

ま
で
に
必
着

※�

受
付
期
限
を
過
ぎ
て
の
申
込
み
は
一
切
受

け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

申
・
問�

エ
ー
ア
イ
テ
レ
ビ
株
式
会
社　

　
　
　
　
〒
７
７
１-

１
２
２
０

　
　
　
　
　
　
　
東
中
富
字
朏
傍
示
15-

４

（
☎
６
９
２・８
２
２
３
）
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10
月
16
日（
月
）か
ら
22
日（
日
）

は
、「
行
政
相
談
週
間
」で
す

　
総
務
省
の
行
政
相
談
委
員
が
、
行
政
に
関

す
る
お
困
り
ご
と
や
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お

き
き
し
ま
す
。

日

時　
1０
月
２3
日（
月
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

場

所　
ゆ
め
タ
ウ
ン
徳
島
２
階

　
　
　
　
　

Right-on

前

参

加　
行
政
相
談
委
員　
中
野　
稔
さ
ん

　
　
　
　
　
　
川
田
明
子
さ
ん

　
　
　
　
　
総
務
省
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

き
く
み
み
徳
島

（
相
談
例
）　

◉�
医
療
保
険
・
年
金
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
健
康
保
険
証
利
用
に
つ
い
て
教
え
て

ほ
し
い
）

◉�

道
路
な
ど
公
共
施
設
（
通
学
路
の
危
険
な

箇
所
を
な
お
し
て
ほ
し
い
）

◉�

社
会
福
祉
（
生
活
保
護
を
受
け
た
い
が
、

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
教
え
て
ほ
し
い
）

◉�

役
所
の
手
続
（
困
り
ご
と
が
あ
る
が
、
ど

こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
）

※�

行
政
相
談
委
員
は
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を

受
け
、
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
相
談
　

　

次
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、「
メ

ー
ル
相
談
フ
ォ
ー
ム
」
か
ら
ご
相
談
い
た
だ

く
か
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
申

込
フ
ォ
ー
ム
」
か
ら
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問�

き
く
み
み
徳
島（

☎
６
５
４・１
５
３
１
）

　
　
行
政
苦
情
１
１
０
番

（
☎
０
５
７
０・０
９
０
１
１
０
）

月 火 水 木 金 土
1 2

3 4
行政相談

5
一般相談

6 7
特設人権

８ 9

10 11 12 13 14
法律相談

15
税金相談

16

17 18 19
一般相談

20 21 22 23

25 26 27 28
法律相談

29 30

12月

※法律相談については完全予約制となっております。※相談は無料・秘密厳守です。●場所　総合文化ホール2階　相談室
●こども相談（平日の午前中）「富吉・東中富・奥野・徳命・西部・住吉・勝瑞」の各児童館　●相談センター専用電話　☎692・6222
●健康相談（毎週月曜日）…「保健センター」（☎692・8658）　　　　　　　　　　　 ●時間　人権、行政、一般相談は午後1時30分～3時30分、
●介護相談（随時受付）…「地域包括支援センター」（☎637・3175）　　　　　　　　　　　　　その他は午後1時～3時

心
配
ご
と
相
談
所
カ
レ
ン
ダ
ー

令
和
５
年
11
月
12
月
相
談
日
の
お
知
ら
せ

日 月 火 水 木 金 土
1 ２ 3 4

5 6
行政相談

7
一般相談

8 9
法律相談

10 11

12 13
人権相談

14 15 16 17
税金相談

18

19 20 21
一般相談

22 23
法律相談

24 25

26 27 28 29 30

11月
日

24
31

あ
い
ず
み
文
化
祭

　
町
文
化
協
会
の
会
員
が
日
頃
の
活
動
状
況

や
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

日

時　
11
月
1０
日（
金
）～
1２
日（
日
）

場

所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

内

容　

　
◆
作
品
展
示　
1０
日
～
1２
日

　
　
1０
日
：
午
前
９
時
3０
分
～
午
後
５
時

　
　
11
日
：
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
1２
日
：
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
　
町
美
術
協
会
主
催
の
藍
美
展
も
同
時
開
催

　
◆
舞
台
発
表　
11
日　
午
後
１
時
～
５
時

入
場
料　
無
料

主

催　
町
文
化
協
会

申
・
問�

総
合
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
６
３
７・３
３
４
４
）

◎
休
館
日

　
毎
週
月
曜
日

　
図
書
整
理
日　
10
月
19
日（
木
）

　
祝　
　
　
日　
11
月
３
日（
金
）

◎
お
は
な
し
会

　
毎
週
日
曜
日

　
（
年
末
年
始
・
祝
日
を
除
く
）

　
午
前
11
時
～
11
時
30
分

◎
あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会

　
第
２・４
水
曜
日

　
（
年
末
年
始
・
祝
日
を
除
く
）

　
午
前
10
時
30
分
～
11
時

◎
ト
イ
レ
改
修
工
事

　
老
朽
化
の
た
め
、
図
書
館
の
ト
イ
レ
を

改
修
し
ま
す
。
年
内
に
着
工
予
定
で
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
工
事
日
程
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
改

め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問 

図
書
館（
☎
６
９
２・０
０
７
０
）

●
●
● 

図
書
館
の
行
事 

●
●
●

藍
住
町
身
体
障
が
い
者
ふ
れ
あ
い
大
会

　
楽
し
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
心

の
ふ
れ
あ
い
を
図
り
ま
し
ょ
う
！

日

時　
11
月
５
日（
日
）午
前
1０
時
～
正
午

　
　
　
　
　
（
受
付　
午
前
９
時
3０
分
か
ら
）

場

所　
町
民
体
育
館

対
象
者　

�

町
内
在
住
の
身
体
障
が
い
者
手
帳

を
お
持
ち
の
方
及
び
家
族
の
方

種

目　
ラ
ジ
オ
体
操
、
宝
さ
が
し
、
魚
つ
り

レ
ー
ス
、
紅
白
た
ま
い
れ
、
交
通
安
全
レ
ー
ス
、

ボ
ッ
チ
ャ
投
げ
、
じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム
、
福
引
き

準
備
物　
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

申
込
期
限　
1０
月
31
日（
火
）ま
で

　
景
品
を
多
数
ご
用
意
し
て
い
ま
す
！

※
運
動
し
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※�

当
日
、
町
民
体
育
館
前
の
駐
車
場
は
車
い
す
等

の
方
を
優
先
と
し
ま
す
の
で
、
可
能
な
限
り
総

合
文
化
ホ
ー
ル
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申�

藍
住
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
（
☎
６
９
２・９
９
５
１
）

令
和
５
年
度
N
P
O
法
人
徳
島
県
消
費
者

協
会
北
部
地
区
消
費
者
の
つ
ど
い

　
徳
島
県
消
費
者
協
会
北
部
地
区（
阿
波
市・

鳴
門
市
・
板
野
町
・
上
板
町
・
松
茂
町
・
藍

住
町
）の
会
員
が
活
動
報
告
を
し
ま
す
。
午

後
１
時
か
ら
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
エ
イ
サ
ー
も

行
い
ま
す
。

日

時　
11
月
７
日（
火
）正
午
か
ら

場

所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

講

演　
午
後
３
時
か
ら

　
　
　
　
「
デ
ジ
タ
ル
で
快
適
、消
費
生
活
術
」

　
　
　
　
中
川　
斉
史　
氏

参
加
費　
無
料

問�

藍
住
町
消
費
者
協
会
事
務
局

　
　
建
設
産
業
課　
産
業
支
援
室
内

　
　
　
（
☎
６
３
７・３
１
２
０
）
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チ
ケ
ッ
ト
は
総
合
文
化
ホ
ー
ル
窓
口
で
販

売
し
て
い
ま
す
。

※�

町
民
券
の
取
扱
い
は
ホ
ー
ル
窓
口
の
み
。

購
入
の
際
は
住
所
確
認
が
で
き
る
も
の
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※�

イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
詳
細
や
最
新
情
報
、

電
子
チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
等
は
総
合
文
化

ホ
ー
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
各
イ
ベ
ン
ト
情
報

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問�

総
合
文
化
ホ
ー
ル（
☎
６
３
７・３
３
４
４
）

北
海
道
歌
旅
座
ザ
・
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
２
３

日

時　
1０
月
２０
日（
金
）

　
　
　
　
午
後
２
時
か
ら

場

所　
大
ホ
ー
ル

入
場
料　
（
全
席
自
由
席
）

　
　
　
　
一
般　
１
５
０
０
円

　
　
　
　
７０
歳
以
上　
千
円

※
当
日
は
５
０
０
円
増

※�

７０
歳
以
上
の
チ
ケ
ッ
ト
の
取
扱
い
は
ホ
ー

ル
窓
口
の
み
。
購
入
の
際
は
身
分
証
明
書

を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

※
未
就
学
児
入
場
不
可

主

催　

�

藍
住
町
芸
術
文
化
鑑
賞
事
業
実
行

委
員
会
、
デ
ィ
ー
エ
ム
ジ
ェ
イ

Ｎ
響
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
室
内
楽
の
午
後
Vol.
５

日

時　
11
月
３
日（
金
・
祝
）午
後
２
時
か
ら

場

所　
大
ホ
ー
ル

出

演　
池
田　
昭
子（
オ
ー
ボ
エ
）

　
　
　
　
宇
根　
京
子（
第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

　
　
　
　
横
溝　
耕
一（
第
二
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

　
　
　
　
飛
澤　
浩
人（
ヴ
ィ
オ
ラ
）

　
　
　
　
藤
森　
亮
一（
チ
ェ
ロ
）

　
　
　
　
矢
内　
陽
子（
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
）

入
場
料　
〈
指
定
席
〉

　
　
　
　
一
般�

３
千
円
、
高
校
生
以
下�

千
円

　
　
　
　
町
民
券��

２
５
０
０
円（
前
売
り
の
み
）

　
　
　
　
〈
自
由
席
〉限
定
１
０
０
席

　
　
　
　
小
中
高
生　
５
０
０
円

※
当
日
は
５
０
０
円
増

※
未
就
学
児
入
場
不
可

助

成　

�

公
益
財
団
法
人
徳
島
県
文
化
振
興

財
団
文
化
振
興
基
金

日
野
皓
正
ク
イ
ン
テ
ッ
ト

w
i
t
h 

ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト

佐
藤
竹
善
L
i
v
e 

in 

藍
住

日

時　
11
月
２8
日（
火
）

　
　
　
　
午
後
７
時
か
ら

場

所　
大
ホ
ー
ル

入
場
料　
（
全
席
指
定
席
）

　
　
　
　
一
般　
６
５
０
０
円

※
当
日
は
５
０
０
円
増

※
未
就
学
児
は
膝
上
無
料（
６
歳
以
上
は
有
料
）

主

催　

�

日
野
皓
正
ク
イ
ン
テ
ッ
ト
・
ラ
イ

ブ
実
行
委
員
会

藍住
町民券

電子
チケット

あいずみファミリースポーツフェスティバルあいずみファミリースポーツフェスティバル
幼児から高齢者まで誰でも参加できます。家族みんなで楽しみましょう！

日　　時　10月29日（日）受付　午前8時30分から
開　会　式　午前９時から（町民体育館駐車場）/競技終了　午前11時30分
場　　所　町民体育館、藍住中学校グラウンド、体育センター（雨天時は体育館内の競技のみ）
当日受付　ラリーカードを配布します。
　　　　　事前参加申込は、10月8日（日）の折込チラシをご確認ください。
　　　　　（チラシは、教育委員会窓口、町民体育館内でも配布）
　　　　　 景品が当たる『じゃんけん大会』『抽選大会』、軽食（うどん又はフランクフルト）の提供もあります。
※抽選大会は、会場にいる方のみ参加できます。

【種　目】【種　目】
好きな競技に5つ以上参加すると、抽選大会に参加できます。ラリーカードにスタンプを集めよう！
・町民体育館
　バドミントン（ファミリーバドミントン含む）、ラダーゲッター、卓球（ラージボール含む）、スト
ライクボード・ターゲットゲーム、カローリング、がんばろうフリースロー（ジグザグドリブル含む）、
身体測定、握力・体前屈測定、幼児コーナー、コーラス＆ダンス
・藍住中学校グラウンド
　ゲートボール、グラウンドゴルフ、グリーンソフト
・体育センター
　ソフトバレー（事前に申込みが必要です）
※町民体育館内は土足禁止です。上履き（体育館シューズ）をご持参ください。
申 ・問 教育委員会　☎637・3128　あいずみスポーツクラブ　☎692・5000
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月
届出おくやみ申し上げますおくやみ申し上げますおくやみ申し上げます 99月

届出

▼�

あ
い
ず
み
俳
壇（
俳
句
）と
藍
住
歌
壇（
短
歌
）を
隔
月
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。（
偶
数
月
：
俳
句
、
奇
数
月
：
短
歌
）

町
民
の
方
を
対
象
に
俳
句
・
短
歌
を
募
集
し
て
い
ま
す

▼�ハ
ガ
キ
に
作
品（
１
人
１
句
又
は
１
首
）と
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
選

考
の
上
、
直
近
の
広
報
紙
へ
掲
載
し
ま
す
。

※
読
み
仮
名
の
表
記
が
必
要
な
場
合
は
、
必
ず
読
み
仮
名
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

申 

〒
７
７
１・１
２
９
２ 

奥
野
字
矢
上
前
52
番
地
１　
政
策
推
進
室

北
国
へ
糖
度
十
五
の
さ
つ
ま
い
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
塚
　
梨
花

集
団
は
眉
目
秀
麗
運
動
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
秀
明

終
バ
ス
の
戻
り
し
車
庫
や
秋
風
鈴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
た
つ
お

釣
人
と
あ
そ
ぶ
か
の
よ
う
蜻
蛉
舞
う
　
　
　
　
　
　
　
　
高
岡
ア
イ
子

遠
雷
や
今
ど
の
辺
り
内
視
鏡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
米
川
千
代

飛
行
雲
ゆ
る
り
ほ
ど
け
て
泡
立
草
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
京
湖

藍
染
の
服
の
色
あ
せ
今
朝
の
秋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
善
子

さ
わ
さ
わ
と
尾
花
を
生
け
て
風
も
生
け
　
　
　
　
　
　
　
平
岡
　
育
子

ド
ラ
キ
ュ
ラ
の
孤
高
を
熟
知
黒
葡
萄
　
　
　
　
　
　
　
　
大
森
　
園
子

秋
祭
り
果
て
て
鳥
居
に
夕
日
さ
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
藤
　
正
子

五味　　靖　選

地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう
地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう

子どもは、私たちの宝です
藍住町青少年健全育成会議
藍住町民生委員児童委員協議会
藍 住 町 P T A 連 合 会
藍 住 町 青 少 年 相 談 室
藍 住 町こども家庭支援室

（氏　名） （年　齢） （住　　所）

岡　本　義　弘 87歳 笠木字中野

中　山　雅　晴 75歳 徳命字名田

森　　　久　江 88歳 東中富字鑓場傍示

丸　岡　周　治 64歳 勝瑞字正喜地

吉　本　榮　子 86歳 住吉字乾

長　岡　儀　一 84歳 奥野字原

　地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れるよう健康
チェックや健康体操等を各地域で開催します。
開催日 曜日 時　間 場　所 内　容

1０月16日 月 午後１時3０分～３時 住吉老人憩の家 健康チェック
健康体操

1０月18日 水 午前９時3０分～11時 江ノ口老人ルーム 健康チェック
健康体操

1０月18日 水 午後１時3０分～３時 徳命老人憩の家 健康チェック
フレイルチェック

1０月２０日 金 午後１時3０分～３時 東中富老人憩の家 健康チェック
健康体操

1０月２3日 月 午前９時3０分～11時 乙瀬老人憩の家 健康チェック
健康体操

1０月２3日 月 午後１時3０分～３時 奥野老人憩の家 健康チェック
健康体操

11月1日 水 午後１時3０分～３時 富吉老人憩の家 健康チェック
健康体操

11月6日 月 午前1０時～11時3０分 あいずみ藍工房 健康チェック
脳若トレーニング

11月７日 火 午後１時3０分～３時 西部老人憩の家 健康チェック
健康体操

住所、年齢に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。
内容：�健康チェック（血圧測定、検尿）と健康体操、レクリエー

ション等を行っております。

問 �� 藍住町社会福祉協議会 （☎692・9951）
地域包括支援センター （☎637・3175）

いきいきサロンのご案内いきいきサロンのご案内

（子の氏名） （ふりがな） （性別） （父） （母） （住　　所）

上　柿　依　茉（え　 ま） 女 和 也・知 穂 住吉字藤ノ木

冨　長　一　華（いちか） 女 巧 ・ 静 東中富字鑓場傍示

長　尾　優　那（ゆうな） 女 侑 樹・初 奈 東中富字直道傍示

田　中　喜　耀（きょう） 男 知 也・香 代 東中富字北傍示

谷　口　　　詩（う　 た） 女 遼 ・優 香 富吉字地神

東　　　晴　空（はるく） 男 魁 璃・くるみ 富吉字穂実

笹　　　愛　鈴（ありす） 女 哲 也・香 菜 徳命字元村

田　中　亜珠花（あすか） 女 湧 大・ 舞 徳命字元村

福　原　安　莉（あんり） 女 直 哉・里 佳 勝瑞字東勝地

佐々木　啓　介（けいすけ） 男 健 人・遥 香 乙瀬字中田

秦　　　翔　耀（しょうよう） 男 雄一郎・沙 織 住吉字藤ノ木

浅　井　のどか（のどか） 女 主 ・さおり 矢上字安任

平　田　衣　澄（いずみ） 女 和 真・晶 子 矢上字原

鉄　野　功　季（なるき） 男 翔 太・江 里 住吉字江端

上　枝　蒼　真（そうま） 男 哲 也・ 紋 勝瑞字成長
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※このページの広告収益は防災事業に役立てられています。この広報紙は再生紙を使用しています 。
防災行政無線
テレフォンサービス

放送内容を聞き逃したときなどは… 　この番号に電話をかけることで、放送内容を確認
することができます。
※藍メールやYahoo! 防災速報、町ホームページで
　も確認できます。0120・49・3717

す　ぐ み な ひな ん

MASUDA
CLINIC

増田クリニック
TEL:088-693-3020
藍住町役場東 500m

健診・予防接種承ります。
●診療科目：内科・循環器科

心臓血管外科・ペインクリニック内科

診療時間 月 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○

／

○

○ ○ ○ ○

○
5:30
まで

午前9:00～12:30

午後2:30～　6:30

医療法人
健美会

とくしま耳鼻咽喉科
クリニック

診療科目：耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科

じ　　び　いん こう　か

診療時間

8:45～13:00

14:30～18:00
14:00
↓
14:45

月 火 水 木 金 土 TEL088-683-3987（サンキューハナ）
マルナカ成長店　南 200mエネオスはいる
西条北島線

徳島環状線
四国三郎橋▼

洋服の青山● ●釣具店

●陸運局

●
エネオスGSマルナカ成長店●

●はなまるうどん

N
とくしま
耳鼻咽喉科

㈳日本耳鼻咽喉科学会 認定 耳鼻咽喉科専門医
㈳日本アレルギー学会 認定 アレルギー専門医

院長　棚本　洋文

とくしま耳鼻科 ☜検索
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「人生」という物語を
主人公として生き続ける
サービス付き 高齢者向け住宅

板野郡藍住町東中富敷地傍示50番地1
TEL.088-692-8589 いつもここから.com 検索 TEL http://www.little-angel.biz

〒771-1201 板野郡藍住町奥野字原69－3

一緒に過ごした時間・・・
楽しい想い出 ありがとう
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「交通事故死ゼロを目指す日」交通安全キャンペーンを実施しました「交通事故死ゼロを目指す日」交通安全キャンペーンを実施しました
　９月21日から30日まで、秋の全国交通安全運動が実施されました。
　期間中の「交通事故死ゼロを目指す日」である９月30日、ゆめタウン徳
島で交通安全キャンペーンを行いました。藍住町の交通安全協会、交通安
全母の会、徳島板野警察署が交通ルールの遵守と歩行者や他の車両への「思
いやり・ゆずり合い」の気持ちを持った交通マナーを呼びかけました。キャ
ンペーンに併せて、パトカーや白バイの乗車体験や、23名の県警音楽隊
による迫力ある演奏が披露されるなど、子どもから大人まで多くの来店者
を魅了しました。
　交通安全運動の期間は終了しましたが、例年、日の入り時間が急激に早
まる秋口以降に、夕暮れや夜間の重大交通事故が多発しています。引き続
き交通事故のない安全で安心なまちづくりにご協力をお願いします。


